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夏秋作ミニトマトのヤシがら培地耕栽培における適正給液量を明らかにしました 

農業総合試験場 

１ 背景と目的 

中山間地域における夏秋作トマ

ト・ミニトマト産地では、新規就農者

を中心に、土壌病害対策や収量向上

を目的としてヤシがら培地耕栽培が

増加しています。しかし、本県産トマ

トの主力である平坦部の冬春作に比

べて夏秋作の面積は少なく、ヤシが

ら培地耕栽培における夏秋作ミニト

マト用の給液管理方法は確立してい

ませんでした。そのため、既存の冬春作トマト用の給液管理マニュアルを参考

に栽培してきたことから、的確な給液管理が難しく、排液量が多く肥料コスト

が高い、高温期に茎葉が萎れるなどの問題が発生していました。 

そこで、夏秋作ミニトマトに適した給液量を明らかにするための研究に取り

組みました。 

２ 月別の最大吸水量と適切な排液率  

ヤシがら培地耕における給液量は、

ミニトマトが必要とする見かけの吸水

量の最大量（以下「最大吸水量」）を確

保し、培地から排出する排液量を抑え

ることが重要です。葉数が安定した 7 月

から 10 月の期間、晴天日の排液率を 30％と 50％を目標に管理する２試験区を

設け、見かけの吸水量、排液率、生育、収量を調査しました。 

図１ 見かけの吸水量と排液量の関係 
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図２ 排液率と見かけの吸水量（月別、抜粋） 
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見かけの吸水量と排液率には負

の相関がありますが、両区とも、

晴天日に見かけの吸水量は多く排

液率は低く、曇雨天日は反対の結

果となりました。30％区と 50％区

の見かけの給水量は８月を除いて

ほぼ同等で、月別に最大吸水量が

明らかとなりました（図２）。  

８月に最大吸水量となった日

は、1 回の給液における排液率が

10％に下がると温室内の一部で萎

れが発生しました(図３）。この日

の排液率は約 20％でした。 

一方、排液率が 50％となるよう

給液量を増やしても、生育、収量

は同等でした（図４）。   

これらのことから、最大吸水量

を確保しながら排液率を抑えるた

めには、給液量は、排液率を 30％

以上 40％以下で管理するのが良い

と思われました。 

３ タイマー制御による晴天日の適正給液量 

７～９月の排液率を 35％、

10 月の排液率を 30％と仮定

し、晴天日の適正給液量を算

出しました(表 1)。この適正

給液量を 1 回当たりの給液設

定値で割った回数で、タイマ

ー制御により給液するよう

にします。 

なお、曇雨天日は、見かけ

の吸水量が概ね 50％以下に

減少するため、給液量も 50％

程度に減らします。 

４ まとめ 

夏秋作ミニトマトのヤシがら培地耕における適正な給液管理により、肥料の

無駄をなくしたコストの低減、高温期の生産安定を通じて、新規就農者をはじ

めとする生産者の経営安定につながると期待します。 

（JA あいち経済連、トヨタネ株式会社との共同研究(H30～R2)の成果です。） 

表１ 晴天日の適正給液量と排液率 

時期
ミニトマトの吸水量 適正

給液量
* 

排液率
(%) 最大値

(実測値 )  
最大吸水量

(a)  

7 月  1220.6 1056.2 1600 35 

8 月  1695.6 1636.3 2500 35 

9 月  927.9 867.0 1300 35 

10 月  737.5 658.7 900 30 
吸水量、適正給液量の単位： /日･株
a：最大値以下 6 点の平均
*： a ×1.54 (10 月のみ  ×1.43)、十の位を四捨五入
係数 1.54=100/(100-35) 、係数 1.43=100/(100-30) 
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図３ 8 月の最大吸水量日における排液率の変化
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ＪＡあいち海部が南部カントリーエレベーター（ＣＥ)を再編整備 

海部農林水産事務所

ＪＡあいち海部は、弥富市で再編整備を進めていた南部ＣＥが完成し、2022年５月９日、

現地で竣工式を開催しました。整備された南部ＣＥは、2022 年産の小麦の取扱いから稼働

しています。 

１ 共乾施設再編の経緯

  海部南部地域は、木曽川のデルタ地帯に属し、平坦で肥沃な土地のため、県内有数の

水田地帯となっています。ＪＡあいち海部の南部地区には、３つの共乾施設（鍋田ＣＥ、

飛島ライスセンター、十四山ライスセンター）がありましたが、老朽化が進み、今後、

改修等により多額の費用が必要となることが見込まれていました。このため、３つの共

乾施設を１つの施設に集約し、施設の運営コストを低減することが計画されました。 

今回、強い農業・担い手づくり総合支援交付金を活用し、鍋田ＣＥの乾燥施設、集排

じん設備、荷受施設、選別設備、籾摺設備等を増強し、南部ＣＥとして再編しました。 

２ 竣工式

  式典には、関係者ら 62 人が参加し、地元県議や愛知県農業水産局の犬飼技監始め県関

係者も臨席しました。式典では、ＪＡの平野組合長があいさつで、施設再編計画の最重

要事項の 1 つであった南部ＣＥの再編整備を無事完了できたことへのお礼と今後の抱負

を話し、長坂衆議院議員と安藤弥富市長が祝辞を述べ、最後にテープカットが行われま

した。 

施設の外観              竣工式のテープカット 
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おかざきかき氷街道

西三河農林水産事務所

１ おかざきかき氷街道の紹介

 人・水・緑が輝くまちづくりを進めて

いる岡崎市。 

その東部の山あいに広がる額田地区

は、平成の名水百選に選ばれた湧水群も

ある水と緑のふるさとです。 

「おかざきかき氷街道」は、平成 30 年

度に「食と花の街道」として認定されま

した。 

額田地区で採水される天然水と、地元

でとれた果実やお茶や野菜など「ぬかた」

の恵みをふんだんに使ったシロップや

トッピングで、９軒の飲食店が「まるっ

とぬかた」のかき氷を提供します（かき

氷の提供時期は店舗により異なりますの

で、御確認ください）。 

今後も、地元の農産物を使用したシ

ロップやトッピングを開発するととも

に、参加店舗を増やしていきますので、

是非、お越しください！ 

２ おすすめ時期

  かき氷が食べたくなる春～秋にかけてがオススメ！ 

期間限定でスタンプラリー（2022 年４月 30 日～9 月 30 日）などのイベントも開催し

ています！ 

額田地区には、かき氷以外にも岡崎市ホタル学校、自然のなかで遊べる「わん Park」、

くらがり渓谷の紅葉など、楽しみ・見どころ満載です。 

おかざきかき氷街道へお出かけの際は併せてお立ち寄りください。 

スタンプカード 

おかざきかき氷街道チラシ 
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ブロッコリー産地の変遷と大規模経営事例 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

愛知県の主要な露地野菜のひとつであるブロッコリーは、東京都中央卸売市場への入荷

量が年々増加している数少ない野菜です。全国各地で栽培に取り組まれ、出荷箱に氷を詰

めた「氷詰め」の普及などにより、年を経て主要産地が変わっているのが大きな特徴です。

また近年は、規模拡大して大規模に栽培を行う例が増えているようです。 

今回は、産地の変遷とともに、2021 年度に取り組まれた大規模ブロッコリー栽培へのス

マート農業導入の実証事例を紹介します。 

１ 入荷量の推移と産地の変遷 

東京都中央卸売市場への入荷量は、2002 年は２万トンでしたが、年々増加して 2021 年

には 3.6 万トンに達しました。 

入荷量の推移と主要産地は図１のとおりで、2002 年から 2004 年は米国が最も多く、

愛知は、埼玉に次ぐ第３位の産地でしたが、2010 年から 2012 年には輸入が減り国産の

割合が増える中で愛知は第１位を競う産地となりました。さらに 2018 年から 2020 年に

なると、国産の入荷量が大きく増えました。北海道、香川、熊本が入荷量を増やす一方、

愛知と埼玉は減らし、愛知の占める割合は低下してきています。 

このように主要産地は移り変わっており、愛知と入荷時期の重なる香川や熊本等、競

合産地が拡大しています。 

２ 大規模ブロッコリー栽培へのスマート農業導入の実証事例 

今回紹介する有限会社安井ファームは石川県白山市にあります。石川県は、気象条件、

土壌条件からブロッコリー栽培に適さず、主要産地ではありませんが、同社は県の作付

面積の約３割を占めるほどの大規模ブロッコリー栽培を行っています。 

（１）有限会社安井ファームの概要 

同社は、以前は水稲・大麦・大豆の２年３作体系による稲作単一経営を行っていま

図１ 東京都中央卸売市場へのブロッコリーの入荷量の推移と主要産地 

※ 2002-2004 年、2010-2012 年、2018-2020 年は、各３カ年の平均 
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したが、2003 年に収益力の向上を目指

し、ブロッコリーの輪作を取り入れた水

田複合経営へと舵を切りました。 

作付面積 20a から始めたブロッコリー

栽培は、年々拡大の一途を辿って 2020 年

には 73ha となり、2020 年の同ファーム

の経営面積 136ha の半分以上を占めるま

でになっています（図２）。 

（２）大規模栽培に向けた導入技術・施設 

大区画の水田転作におけるブロッコ

リー栽培を実現するため、①うね立て同

時施肥機、②乗用型の半自動定植機、③

高床クローラ式の収穫運搬車を利用しています。 

また、施設整備として、2016 年に冷蔵庫棟を新設し、2017 年に集出荷施設の運用を

開始しています。収穫コンテナを自社トラックにより選果施設へ運搬し、冷蔵施設に

一時保存後、選果して発泡スチロールの出荷箱に氷を詰め、保冷施設にて出荷まで一

時保存した後、年間 500t 以上を県内外に出荷しています。 

（３）スマート農業技術の実証 

さらなる高収益化を目指し、ロボットトラクタなどスマート農機の利用や、ドロー

ンを利用した収穫適期判断といったスマート農業技術の実証に取り組んでいます。 

 ア スマート農機 

耕起作業へのロボットトラクタ、うね立て作業へのオートトラクタの試験導入によ

り、作業時間は従来に比べ半分以下に削減されました。また、オートトラクタのウエ

イトを追加することで、水分の多いほ場でも問題なく直進作業ができるメリットがあ

りました。なお、これらトラクタは機械が大きいため、通行できるほ場や効率化が見

込めるほ場が限られ、ほ場の大区画化や農道の整備等が課題となっています。 

 イ ドローン 

収穫時期の判断は、従来は、ほ場外縁の目視できる範囲の状況によっていました。

そのため、ほ場の中央部と外縁部の生育差が大きいと、収穫量が少なく労力が無駄に

なる「作業ロス」や、収穫遅れによる「収穫ロス」が多く発生していました。そこで、

ドローンを利用して空撮した画像を AI で分析することで、収穫するほ場の優先順位を

つけることが可能となりました。その結果、「作業ロス」、「収穫ロス」が減少し、収量

が増加しました。一方で、撮影の外部委託や簡便な撮影方法の検討が課題となってい

ます。 

ウ 収穫機 

従来は、全量青果用として手収穫を行うため最盛期には収穫ロスが発生していまし

たが、青果用にあらかた手収穫した後に加工用として全自動収穫機で収穫することに

より、作業時間の削減と収穫量の増加を図ることができました。なお、加工用の出荷

先の確保が課題となっています。 

全国各地でスマート農業の実証が進められており、スマート農業の導入や普及によって

産地構造が変わっていく可能性があります。 
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図２ 有限会社安井ファームの 

    ブロッコリー作付面積の推移 
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横浜市で横浜ローズウィークが開催されています 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

2022 年５月３日（火・祝）～６月 12 日（日）に「横浜ローズウィーク」（主催：ガーデ

ンネックレス横浜実行委員会）として、神奈川県横浜市の横浜市役所や公園、横浜駅前な

ど市内各所でバラのイベントが開催されていますので、概要を紹介します。 

１ 横浜ローズウィークとは

 横浜市は、花と緑にあふれる都市「ガーデンシ

ティ横浜」を推進する一環として「横浜ガーデン

ネックレス 2022」を展開しています。 

横浜の街を舞台に花と緑をネックレスのよう

につなぎ、季節の移り変わりにより、サクラから

始まり、チューリップ、バラ、ユリとリレーする

ように花々を楽しむものです。 

横浜市の花である“バラ”を主役にしたイベ

ント「横浜ローズウィーク」は、市内各所のバラ

園や公園、横浜市役所などが会場となっています。咲き誇る“バラ”を楽しむのはもち

ろん、“バラ”をテーマにしたスイーツやカクテルなどが出され、横浜の歴史を感じる

街並みや港の風景とともに“バラ”を楽しむ「バラの街歩き」ができるイベントです。 

２ 横浜市役所内の開催内容 開催期間：2022 年５月 12 日（木）～５月 16 日（月）

(1) ローズフェア with 趣味の園芸  

メインステージでは、期間中毎日「趣味の園芸」講師によるトークショーやフラワー

アレンジメントの実演などが行われており、事前予約制で、多くの人が聴講していまし

た。 

ジャパンガーデンデザイナーズ協会会員によるガーデン展示では、愛知県在住の会員

２名を含む６名が制作した“庭のあるライフスタイル”が展示されていました。 

 他にも、最新のガーデンローズとして 2021 年秋から 2022 年春に日本で紹介された世

界中のガーデンローズが展示されていました。 

マスコットキャラクター 

ガーデンベアー 

“バラ”アレンジメント講演の様子 ガーデン展示の様子 
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(2) 日本一のバラ切花の展示 

2021 年度に京都で開催された「第 63 回日本ばら切花品評会」（主催：日本ばら切花協

会）の特別賞受賞者の“バラ”を一般消費者への PR を目的に展示していました。展示

されていた中には愛知県の生産者２名の“バラ”も展示されており、多くの人が鑑賞し

ていました。 

(3) 2027 年国際園芸博覧会 PR コーナーの展示 

2027 年３月～９月に横浜市で開催される国際園芸博覧会の PR 展示がされており、西

洋の“バラ”と日本の技を融合したバラ盆栽を展示しており、横浜中華街など、横浜市

をテーマにした展示が行われていました。 

３ 横浜駅周辺の開催内容 

(1) ポルルンのローズガーデン 開催期間：2022 年４月 16 日（土）～６月 17 日（金）

横浜駅東口と商業施設「横浜ポルタ」を結ぶ通路に、“バラ”を使ったフラワーアレ

ンジメントなどを展示していました。多くの通行人に対して、花によるお出迎えをして

おり、「横浜ローズウィーク」を PR していました。 

(2) 第 144 回バラ展 開催期間：2022 年５月 11 日（水）～５月 16 日（月）

バラ愛好家が主体となる「横浜ばら会」

が主催するバラ展が JR 高島屋催事場で開

催されていました。 

この展覧会は 70 年ほどの歴史があり、

会場では、一般入場者による人気投票や育

種した品種の展示がされていました。今回

は中止となりましたが、例年はパヒュー

マー（香りを作る専門家）による香りのコ

ンテストも開催されます。 

バラ切花品評会 

 愛知県入賞者の“バラ” 
国際園芸博覧会 PR 用のバラ盆栽 

第 144 回バラ展の様子 
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

前年並 ：±１％台以下
わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：おおば）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

2021年実績 ２８４ ２７１ ２，５７６ ２，５８８ 愛知（９５％）
(９５％) 大分（ ２％）

茨城（ １％）
2022年見通し ２６０ － ２，６００ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知の入荷が中心となる。新型コロナウ 前年から厳しい販売状況が続いており、産
イルスの影響で消費が低迷し、人件費の削 地は苦労をしていると思われる。生産量が減
減のため、人手を確保できていない産地が 少してきているが、新型コロナウイルスの感
増えている。そのため、作付面積は昨年並 染拡大が落ち着き、消費が回復した際に生産
だが、入荷量は減少している。 量を増加できるよう、引き続き準備をお願い

入荷量は前年よりかなり下回り、価格は したい。
前年並の見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：ハウスみかん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

2021年実績 ２，９７６ ３１２ １，０２３ １，２３６ 佐賀（７２％）
（１０％） 愛知（１１％）

長崎（ ５％）
2022年見通し ２，９００ － １，０２０ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

佐賀を中心として愛知、長崎が大半を占 品質的に安定しているハウスみかんは、底
める。 堅い需要がある。また、中元商戦やお盆の時

前年の入荷量は、平年をやや下回り、価 期を始めとしたギフト・お祝い品としての引
格は、平年をかなり上回った。 き合いも強い。

本年の４月までの入荷量は、平年より多 なかでも愛知県産は、他産地よりも良食味
く、前年を下回った。価格は、平年より高 で、品質も安定しており、果物専門店や量販
く、前年を上回った。 店などからの信頼が高い。今後も信頼を維持

今後は６月に入荷のピークを迎える。入 していくために、出荷にあたってはこれまで
荷量は前年をわずかに下回り、価格は前年 以上に浮皮や着色などに注意して選果して欲
並となる見込み。 しい。
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名古屋・東京市場における青果物の６月の見通し

５月１３日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 ３１，３８４ 235 243 239 愛知 21%
2018年 ３２，３５０ 221 213 220 長野 19%
2019年 ３２，３００ 221 222 209 茨城 11%
2020年 ３２，７５９ 249 238 245 兵庫 6%
2021年 ３３，９４５ 252 234 212 青森 5%

５ ヵ 年 平 均 ３２，５４８ － － －

2022年見通し ３１，７００ － － －

2017年 １，３９２ 88 134 117 青森 64%
2018年 １，４１０ 103 109 100 愛知 18%
2019年 １，５７４ 86 104 82 北海道 12%
2020年 １，５７９ 120 112 108 岐阜 3%
2021年 １，５２８ 119 126 99 千葉 3%

５ ヵ 年 平 均 １，４９７ 103 117 101

2022年見通し １，４５０ 120 120 120

2017年 １，３４９ 138 146 148 岐阜 48%
2018年 １，７７１ 89 103 109 青森 12%
2019年 １，７４６ 105 123 121 兵庫 9%
2020年 １，６０２ 154 197 262 徳島 6%
2021年 １，９１４ 137 138 121 茨城 5%

５ ヵ 年 平 均 １，６７７ 124 140 150

2022年見通し １，６００ 120 130 140

に

ん

じ

ん

１４３
９９

１１６
１９９
１３２

１３６

　岐阜を中心に、青森、兵庫などから入荷
する。岐阜は生育順調で、中旬以降減少
し、下旬頃に終了予定。後続産地の青森は
少し遅れ気味で、下旬頃からの入荷を見込
む。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年並の見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森を中心に愛知、北海道などから入荷
する。愛知の入荷は上旬で終了の予定。後
続産地の青森は例年より遅れ気味だが、中
下旬には安定した入荷となり、数量は例年
並の見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

　愛知、長野、茨城などから入荷する。４
月の天候不順から、生育が遅れる品目もあ
るが、概ね平年並の入荷を予想する。
　入荷量は前年をかなり下回り、単価は前
年をかなり上回る見込み。

１３０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２３５

２５６
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

１１０
１０１
８８

１１１
１１３

１０５

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２４３
２２２
２２３
２４９
２３８

名古屋市中央卸売市場
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5月31日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 １３０，８０３ 247 270 258 千葉 16%
2018年 １２９，９８６ 228 232 243 茨城 16%
2019年 １２５，０７７ 228 245 242 長野 10%
2020年 １２５，３３４ 262 256 278 群馬 10%
2021年 １１６，６７６ 281 264 238 青森 5%

５ ヵ 年 平 均 １２５，５７５ － － －

2022年見通し １２０，０００ － － －

2017年 ８，０７１ 81 143 112 青森 56%
2018年 ７，１１０ 100 108 95 千葉 19%
2019年 ７，２６６ 69 101 79 北海道 16%
2020年 ７，１７２ 103 102 104 栃木 3%
2021年 ６，００２ 117 112 96 群馬 2%

５ ヵ 年 平 均 ７，１２４ 93 114 98

2022年見通し ６，５００ 115 110 105

2017年 ６，９４１ 144 143 139 千葉 74%
2018年 ６，８６７ 103 98 105 茨城 8%
2019年 ６，４７３ 127 125 117 埼玉 6%
2020年 ５，９２３ 148 157 227 青森 5%
2021年 ６，３７０ 130 124 116 北海道 3%

５ ヵ 年 平 均 ６，５１５ 130 129 139

2022年見通し ６，４００ 135 130 140

２６１

 前年及び本年の

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２５８
２３５
２３８
２６５

前年主要産地（％）

だ

い

こ

ん

１０９
１０１
８２

１０３
１０８

１０１

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

２５１

２６０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

１３５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年のに

ん

じ

ん

１４２
１０２
１２３
１７４
１２４

１３２

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地のほか、関東以北の高冷地や東
北産地からの入荷が中心となる。多くの品
目は生育に問題なく不足感のない出回りが
見込まれる一方、梅雨入りで曇雨天が続く
と入荷が不安定となる品目あるか。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年並となる見込み。

　青森を中心に、千葉、北海道などから入
荷する。関東産地から青森、北海道へと切
り替わり、関東が多いのは上旬のみ。青
森、北海道は干ばつの影響で生育は遅れ気
味。端境が生じると一旦相場は上昇か。
　入荷量は少なかった前年をかなり上回
り、価格は前年並となる見込み。

　千葉が大半で、そのほか茨城、埼玉など
からの入荷となる。千葉では厳冬期の低温
や乾燥により生育は遅れ気味。その他の産
地は生育順調。全体量は多くなく、相場は
堅調に推移するか。
　入荷量は少なかった前年並となり、価格
は前年をかなり上回る見込み。

１１０
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５月１３日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 １，６１４ 75 99 91 長野 86%
2018年 １，７１４ 81 83 85 茨城 12%
2019年 ２，１１２ 67 74 69 山梨 1%
2020年 ２，２８８ 111 73 70
2021年 ２，３１７ 119 75 59

５ ヵ 年 平 均 ２，００９ 93 80 73

2022年見通し ２，１５０ 115 75 70

2017年 ３，６５８ 83 88 94 茨城 48%
2018年 ３，７０４ 75 100 97 愛知 31%
2019年 ３，５５５ 100 82 80 長野 11%
2020年 ３，８０５ 104 109 100 群馬 3%
2021年 ４，４１６ 104 90 90 秋田 2%

５ ヵ 年 平 均 ３，８２７ 94 94 92

2022年見通し ４，２００ 80 80 80

2017年 ２４５ 626 712 615 岐阜 68%
2018年 ２７４ 543 561 629 茨城 21%
2019年 ２７０ 518 547 641 長野 4%
2020年 ２６４ 557 602 715 静岡 3%
2021年 ３２０ 625 530 538 愛知 3%

５ ヵ 年 平 均 ２７４ 575 586 624

2022年見通し ２８０ 550 600 620

６１１
５５９

５８７

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

５６０

 前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜の飛騨地域を中心に茨城などから入
荷する。低温、干ばつの影響で生育が遅
れ、５月下旬からピークとなる見込み。梅
雨入りが早ければ、月間を通じて不安定な
入荷となる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

ほ

う

れ

ん

そ

う

６４２
５７５

は

く

さ

い

８７
８３
７０
８２
７９

８０

８３

キ

ャ

ベ

ツ

８８
９０
８６

１０４
９４

９３

８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　茨城、愛知を中心に長野、群馬などから
も入荷する。６月中旬までは、愛知、茨城
中心の入荷を見込む。長野は６月中旬か
ら、群馬は６月下旬から入荷開始の見込
み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野を中心に茨城からも入荷する。漬
物・加工業務は厳しい販売が続いている。
長野は６月中旬から入荷ピークとなる見込
み。茨城は作付面積が減少したため、例年
より残量が少ない。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

名古屋市中央卸売市場
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5月31日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 ６，２９２ 47 83 85 長野 55%
2018年 ６，８５６ 58 76 82 茨城 24%
2019年 ６，３３４ 46 64 62 群馬 20%
2020年 ７，５４２ 78 62 67 山梨 1%
2021年 ６，１８８ 90 69 57

５ ヵ 年 平 均 ６，６４２ 64 71 71

2022年見通し ６，３００ 80 75 70

2017年 １５，３２５ 74 76 85 千葉 40%
2018年 １５，８７８ 61 85 92 茨城 31%
2019年 １６，６４４ 82 71 73 群馬 16%
2020年 １６，９１７ 90 88 92 愛知 3%
2021年 １５，４９７ 87 83 89 神奈川 3%

５ ヵ 年 平 均 １６，０５２ 79 81 86

2022年見通し １５，９００ 85 80 90

2017年 １，３１１ 493 532 446 群馬 37%
2018年 １，３２５ 427 450 525 茨城 30%
2019年 １，２２７ 385 466 512 栃木 18%
2020年 １，２８３ 475 477 579 岐阜 4%
2021年 １，４０６ 464 400 413 岩手 4%

５ ヵ 年 平 均 １，３１０ 450 464 493

2022年見通し １，４００ 450 440 460

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

は

く

さ

い

７２
７３
５７
６９

６９

７５

キ

ャ

ベ

ツ

７８
８０

８６

８２

８５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

９０

７２

 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ほ

う

れ

ん

そ

う

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

４５０
５０３
４２８

４６７

　長野を中心に、茨城、群馬などからの入
荷となる。茨城は終盤で終了に向かう。長
野は生育順調で順次量を増やし、群馬から
の入荷も本格化していく。端境が出るなら
上旬で、一旦相場を上げるか。
　入荷量は少なかった前年並となり、価格
は前年をやや上回る見込み。

　千葉や茨城など関東産地からの入荷が中
心となる。関東の平地から群馬等の高冷地
へと切り替わる。低温等の影響による生育
遅れは解消傾向で、群馬は中旬から増量し
ていく。産地の切り替わりは順調とみる。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年並となる見込み。

　群馬、茨城など関東産地からの入荷が中
心となる。各産地とも生育はおおむね順調
も、一部では多雨や干ばつによる生育遅延
がみられる。潤沢な入荷が続き、全体量は
多いと見込まれる。
　入荷量は多かった前年並となり、価格は
安値だった前年をやや上回る見込み。

４９０
４６７

７６

東 京 都中 央 卸 売 市 場
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５月１３日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 ５８４ 447 449 447 大分 32%
2018年 ５７５ 480 456 408 愛知 20%
2019年 ５９１ 445 433 413 静岡 12%
2020年 ５７２ 488 491 523 茨城 10%
2021年 ５８５ 485 463 420 中国 5%

５ ヵ 年 平 均 ５８２ 469 458 442

2022年見通し ５５０ 410 420 430

2017年 ２，２０１ 145 151 120 長野 99%
2018年 ２，１５０ 157 134 142 山梨 1%
2019年 ２，２３１ 122 125 124
2020年 ２，７０５ 145 99 110
2021年 ２，４７４ 215 145 102

５ ヵ 年 平 均 ２，３５２ 158 130 119

2022年見通し ２，２００ 160 130 130

2017年 １，５９３ 236 261 246 愛知 31%
2018年 １，６０９ 248 263 300 長野 20%
2019年 １，６７１ 229 274 279 群馬 16%
2020年 １，８８１ 269 244 346 宮崎 9%
2021年 １，７６２ 299 275 236 高知 9%

５ ヵ 年 平 均 １，７０３ 257 263 283

2022年見通し １，６５０ 250 270 260

４４６
４４４

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

２４７
２７０
２５９
２８０
２７３

 前年及び本年の

２６５

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、群馬などの冬春作、長野などの夏
秋作が入荷する。各産地の作柄は良好で、
安定した入荷となる見込み。夏秋産地につ
いては、北海道が下旬から入荷見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をわずかに下回る見込み。

２６６

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からほぼ全量を入荷する。生育は順
調であり、数量は潤沢である見込み。準高
冷地から高冷地へ産地が移行する時期のた
め、６月上旬がやや減少する見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並の見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　大分、愛知、静岡などから入荷する。大
分は新ねぎの入荷がピークとなる見込み。
愛知の夏ねぎは順調な入荷となり、静岡は
夏ねぎが出揃う見込み。各産地、天候次第
で入荷量が大きく変化する。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

レ

タ

ス

１３６
１４３
１２４
１１６
１４２

１３２

４２９
５０１
４５８

４５５  前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

品
目
名
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5月31日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 ４，２２２ 423 451 470 茨城 60%
2018年 ４，４３３ 388 401 397 千葉 21%
2019年 ４，２２３ 427 439 395 福岡 3%
2020年 ４，２７８ 444 444 509 栃木 3%
2021年 ４，０３１ 433 426 391 埼玉 3%

５ ヵ 年 平 均 ４，２３７ 423 432 433

2022年見通し ４，１００ 460 440 420

2017年 ８，８２６ 137 146 115 長野 76%
2018年 ８，５２７ 143 123 137 群馬 20%
2019年 ７，８９１ 114 117 115 茨城 1%
2020年 ８，５９６ 144 98 106 岩手 1%
2021年 ８，０２２ 220 139 99 千葉 1%

５ ヵ 年 平 均 ８，３７２ 151 125 115

2022年見通し ８，２００ 140 135 130

2017年 ７，５６９ 250 282 239 埼玉 25%
2018年 ７，１２０ 230 267 324 群馬 25%
2019年 ６，９１１ 230 306 281 福島 14%
2020年 ７，７１５ 272 244 344 千葉 8%
2021年 ７，５３４ 314 268 212 茨城 8%

５ ヵ 年 平 均 ７，３７０ 260 273 280

2022年見通し ７，４００ 280 285 275

４６４
４１７

４２９

品
目
名

 前年及び本年の

４４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

４２１

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

レ

タ

ス

１３２
１３５
１１５
１１４
１４８

 前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２７０

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

４４７
３９５

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

２５７
２７４
２６９

１３５

１２９

　茨城を中心に、千葉などから入荷する。
茨城はおおむね生育順調。抽苔が多い地域
があるものの、肥大は良好で太物比率は高
い。千葉も生育、肥大ともに良好。天候次
第ではあるが、出回りは潤沢な見込み。
　入荷量は少なかった前年並となり、価格
は前年をやや上回る見込み。

　長野を中心に、群馬などから入荷する。
群馬は生育が前進傾向で量を減らしてい
く。入荷がピークに入る長野はおおむね生
育順調。一部では生育遅れがみられる。総
じて潤沢な入荷が見込まれる。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高値だった前年をかなり下回る見込み。

　埼玉、群馬などの関東産地が入荷の中心
となる一方、東北産地が増えていく。関東
の各産地は生育順調も量を減らしていく。
福島は低温による生育遅れがみられるも入
荷量に不安はなく、総じて潤沢とみる。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をや
や上回る見込み。

２８２
２６６

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市 場
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５月１３日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 １，１４２ 339 333 323 愛知 34%
2018年 １，０２１ 343 355 349 熊本 30%
2019年 １，０７６ 318 342 325 宮崎 25%
2020年 １，１１０ 306 325 367 高知 4%
2021年 ８８０ 384 394 352 群馬 3%

５ ヵ 年 平 均 １，０４６ 336 348 343

2022年見通し ９５０ 350 350 350

2017年 １，７００ 254 252 312 熊本 34%
2018年 １，７２３ 203 209 265 愛知 29%
2019年 １，７３７ 200 215 229 三重 14%
2020年 １，７２４ 203 208 275 岐阜 13%
2021年 １，４６８ 239 274 300 大分 4%

５ ヵ 年 平 均 １，６７０ 219 230 275

2022年見通し １，７００ 250 270 300

2017年 ５６５ 582 607 640 熊本 48%
2018年 ６５０ 474 477 534 愛知 32%
2019年 ７１７ 413 425 506 北海道 9%
2020年 ６９３ 409 462 516 和歌山 6%
2021年 ６６４ 490 559 613 茨城 4%

５ ヵ 年 平 均 ６５８ 469 501 558

2022年見通し ６５０ 450 500 550

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に北海道、和歌山など
から入荷する。熊本の入荷は終盤となる。
夏秋産地の北海道、茨城からの入荷が始ま
まり、産地の切替のため、月末に向かって
単価が上がる見込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

ミ

ニ

ト

マ

ト

６０７
４９４
４４１
４５５
５４３

５０４

 前年及び本年の

２６５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に三重、岐阜などから
入荷する。作柄は良好だが、例年より小玉
傾向。夏秋産について、定植面積は前年並
で天候次第だが、入荷は例年並の見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年並の見込み。

ト

マ

ト

２７２
２２６
２１３
２２４
２６５

２３９

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本、宮崎を中心に入荷する。４
月の天候不順により５月入荷が減少し、６
月入荷が増える見込み。冬春作の愛知、熊
本は６月上旬までは順調な入荷、下旬から
減少する見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格はか
なり下回る見込み。

な

す

３３１
３４７
３２７
３３０
３７６

３４１
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5月31日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 ５，４８５ 347 375 342 高知 30%
2018年 ４，６１０ 368 409 391 群馬 19%
2019年 ４，５１６ 374 410 353 福岡 12%
2020年 ４，６６９ 352 371 445 茨城 10%
2021年 ４，４１７ 421 395 344 熊本 8%

５ ヵ 年 平 均 ４，７３９ 371 391 374

2022年見通し ４，６００ 400 390 380

2017年 ８，７８８ 272 299 356 栃木 23%
2018年 ８，３８５ 238 249 320 熊本 17%
2019年 ８，５１１ 220 272 277 愛知 10%
2020年 ８，３４５ 251 248 342 千葉 10%
2021年 ７，２４９ 272 315 324 茨城 10%

５ ヵ 年 平 均 ８，２５６ 250 276 324

2022年見通し ７，４００ 320 320 320

2017年 ２，０２８ 545 566 628 熊本 31%
2018年 ２，１８７ 434 444 533 愛知 20%
2019年 ２，３２３ 382 431 476 千葉 13%
2020年 ２，３３３ 374 413 490 茨城 12%
2021年 ２，１１９ 470 528 539 静岡 8%

５ ヵ 年 平 均 ２，１９８ 438 473 531

2022年見通し ２，１００ 490 510 530

な

す

３５４
３８９
３７８
３８５
３８６

３７７

２７９

 前年及び本年の

３９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ト

マ

ト

３０６
２６８
２５３
２７２
３００

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ

ニ

ト

マ

ト

５７８
４６９
４２４
４２０
５０８

　熊本、愛知を中心に、茨城、千葉などか
ら入荷する。熊本、愛知は終盤に入る。各
産地とも生育は概ね順調も、曇雨天の影響
で小玉傾向。天候次第で肥大回復に期待
も、大きな入荷増はなく相場は堅調か。
　入荷量、価格ともに前年並の見込み。

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

品
目
名

５１０

４７７

　高知や福岡などの西南暖地と、群馬など
の関東産地からの入荷となる。西南暖地か
ら関東産地へ移行する。各産地とも生育順
調。不足感のない出回りが見込まれるもの
の、天候次第で減らすことが懸念される。
　入荷量は少なかった前年をやや上回り、
価格は前年並となる見込み。

　栃木など関東産地や熊本、愛知からの入
荷となる。主力の栃木はじめ各産地とも生
育はおおむね順調で、小玉傾向は回復か。
終盤の熊本、愛知は量を減らしていく。入
荷量に大きな山谷はない見込み。
　入荷量は少なかった前年をわずかに上回
り、価格は前年をかなり上回る見込み。
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５月１３日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 ６８２ 290 303 333 茨城 59%
2018年 ５８０ 283 300 416 高知 20%
2019年 ５４８ 316 341 403 宮崎 13%
2020年 ６１５ 419 457 466 鹿児島 6%
2021年 ６２１ 472 550 437

５ ヵ 年 平 均 ６０９ 356 391 409

2022年見通し ６００ 350 400 450

2017年 ２，５１７ 146 151 168 長崎 70%
2018年 ２，６６３ 97 72 55 静岡 19%
2019年 ２，１４３ 120 142 157 熊本 4%
2020年 ２，０９６ 271 278 324 鹿児島 3%
2021年 ２，２５７ 220 153 137 北海道 3%

５ ヵ 年 平 均 ２，３３５ 167 155 162

2022年見通し ２，４００ 140 140 140

2017年 ４，５２７ 97 90 83 愛知 50%
2018年 ４，８１５ 84 73 79 兵庫 35%
2019年 ４，７２０ 81 79 71 北海道 12%
2020年 ４，３４２ 85 89 89 中国 1%
2021年 ５，２０７ 96 89 90 熊本 1%

５ ヵ 年 平 均 ４，７２２ 89 84 82

2022年見通し ４，３００ 200 200 200

前年主要産地（％）品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知と兵庫を中心に北海道などから入荷
する。生育は例年並みで順調な出荷となる
見込み。愛知、兵庫ともに品種が切り替わ
る時期で、２Ｌ、Ｌ中心の入荷を見込む。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

た

ま

ね

ぎ

９０
７５
７６
８７
９１

８４

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長崎を中心に静岡、熊本などから入荷す
る。各産地、作柄は良好で２Ｌ、Ｌ中心の
入荷となる見込み。長崎は中旬以降入荷が
減少、静岡は上旬から中旬に入荷がピーク
となる見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

１５４
７２

１３７
２８７
１７６

１６０

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、高知、宮崎を中心に入荷する。宮
崎の促成栽培が６月上旬で終了となり、高
知、茨城、宮崎の夏秋へと移行する。各産
地作柄は良好で、安定した入荷となる見込
みだが、茨城は雨の影響が少し出る恐れ。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は高値
だった前年を大幅に下回る見込み。

ピ

ー

マ

ン

２９５
３１７
３４４
４５９
４８８

３８０

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場
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5月31日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 ２，６１０ 324 341 355 茨城 80%
2018年 ２，３４２ 323 350 431 高知 6%
2019年 ２，４４１ 337 377 410 岩手 6%
2020年 ２，４８２ 473 505 497 宮崎 5%
2021年 ２，３０９ 508 603 412 千葉 1%

５ ヵ 年 平 均 ２，４３７ 392 433 420

2022年見通し ２，２００ 500 520 510

2017年 ９，０４３ 149 146 148 長崎 53%
2018年 ９，４９７ 77 68 62 静岡 15%
2019年 ７，６２１ 123 140 157 千葉 10%
2020年 ６，７２０ 283 273 293 茨城 7%
2021年 ７，７９６ 223 164 140 熊本 6%

５ ヵ 年 平 均 ８，１３５ 164 151 152

2022年見通し ７，９００ 150 120 90

2017年 １０，４４１ 104 99 99 佐賀 40%
2018年 １２，０９２ 80 71 75 兵庫 23%
2019年 １１，２１４ 73 71 78 北海道 8%
2020年 １０，０４８ 98 89 99 香川 6%
2021年 ９，１７９ 108 103 107 栃木 6%

５ ヵ 年 平 均 １０，５９５ 92 85 90

2022年見通し ９，０００ 275 260 260

ピ

ー

マ

ン

３３９
３６８
３７２
４９２
５０５

４１４

　茨城からの入荷を大半に、最終盤となる
西南暖地などからの入荷となる。茨城は曇
雨天の影響で生育順調とは言えず、着果や
肥大も不良。後続の岩手は順調も、全体量
は少なめとなるか。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は高値
だった前年並となる見込み。

 前年及び本年の

５１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長崎を中心に静岡や関東産地などからの
入荷となる。長崎は生育順調も、小玉傾向
で大玉比率は低い。続く静岡は低温や干ば
つによる生育遅延から回復し大玉傾向を見
込む。総じて出回りに不足はない見込み。
　入荷量は前年並となり、価格は前年を大
幅に下回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

１４８
６９

１３８
２８２
１７８

１５６

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１０１
７５

８９

　佐賀を中心に、兵庫などからの入荷とな
る。佐賀は小玉傾向で大玉比率が低い。兵
庫も肥大不足傾向も、降雨により肥大良好
となっていく見込み。全体量は多くなく高
値が続くと見込まれる。
　入荷量は少なかった前年並となり、価格
は高値だった前年を大幅に上回る見込み。

 前年及び本年のた

ま

ね

ぎ

７４
９５

１０６

２６５

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市 場
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※「その他メロン」は「アールス」以外のメロンをいう。

５月１７日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 ７，７７４ 400 400 442 フィリピン 20%
2018年 ７，２０９ 399 434 473 愛知 19%
2019年 ６，５０６ 438 479 479 青森 11%
2020年 ６，４６６ 476 485 514 熊本 10%
2021年 ６，６６７ 466 451 491 ニュージーランド 8%

５ ヵ 年 平 均 ６，９２４ － － －

2022年見通し ６，８００ － － －

2017年 ８７２ 360 313 311 熊本 34%
2018年 ７３２ 322 281 312 愛知 31%
2019年 ７５０ 371 349 336 茨城 18%
2020年 ６２７ 383 398 389 その他 6%
2021年 ５８９ 398 400 393 長崎 4%

５ ヵ 年 平 均 ７１４ 365 343 344

2022年見通し ６００ 400 400 400

2017年 ２，４６８ 215 172 175 愛知 44%
2018年 ２，２０８ 190 188 193 熊本 23%
2019年 １，９５２ 237 235 214 鳥取 18%
2020年 ２，１０７ 267 256 235 和歌山 8%
2021年 １，８０３ 237 229 232 石川 5%

５ ヵ 年 平 均 ２，１０７ 228 214 208

2022年見通し １，９００ 250 240 230

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

４０６
４２９
４４７
４７５
４５５

４４１  前年及び本年の

４４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　すいか、メロンを中心に、ぶどうなどが
増量していく。みかん、ぶどうについて
は、重油高の影響から生育が遅れ気味。い
ちじくは生産者が減っており、やや減産傾
向となっている。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

そ
の
他
メ
ロ
ン
（

ア
ー

ル
ス
メ
ロ
ン
以
外
）

３２３
２９９
３４９
３８７
３９１

３４６

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本を中心に鳥取などからも入荷
する。愛知は春の着花不良により、６月末
から入荷が減り始める見込み。熊本は上旬
で終了し、空洞果が多く、秀品率が低い見
込み。
　入荷量、価格ともに前年をやや上回る見
込み。

す

い

か

１８８
１９０
２２８
２５２
２３２

２１６  前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知、茨城などから入荷する。ど
の産地も栽培面積が減り、生産量が減少し
ているため、単価が上がる見込み。
　入荷量は前年並、価格は前年をわずかに
上回る見込み。

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場
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５月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 ２９，７６６ 405 433 458 茨城 18%

2018年 ２８，２５１ 418 485 506 千葉 17%

2019年 ２５，４９３ 440 495 511 青森 12%

2020年 ２４，８９２ 421 519 574 フィリピン 8%

2021年 ２４，９０７ 452 487 561 熊本 8%

５ ヵ 年 平 均 ２６，６６２ － － －

2022年見通し ２４，４００ － － －

2017年 ４，４４１ 426 383 362 茨城 71%

2018年 ４，３８２ 376 372 366 千葉 16%

2019年 ４，０３８ 418 415 378 熊本 6%

2020年 ３，７６７ 430 435 435 山形 4%

2021年 ３，８７６ 427 432 448 北海道 1%

５ ヵ 年 平 均 ４，１０１ 416 407 398

2022年見通し ３，７８０ 425 435 430

2017年 １０，７５９ 239 195 184 千葉 40%

2018年 ９，０５５ 212 211 217 茨城 18%

2019年 ８，７１９ 258 247 233 鳥取 17%

2020年 ９，１６１ 275 285 253 熊本 16%

2021年 ８，５５９ 248 247 260 群馬 4%

５ ヵ 年 平 均 ９，２５１ 246 237 229

2022年見通し ８，３５０ 275 265 260

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

４３２

４７２

４８３

５２６

５０１

４８１  前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　すいか、メロンを中心におうとう、ももな
どが入荷する。
　おうとう、もも、すももの入荷量は前年並
となる見込み。
  入荷量は前年をわずかに下回り、価格は前
年並となる見込み。

そ
の
他
メ
ロ
ン
（

ア
ー

ル
ス
メ
ロ
ン
以
外
）

３８４

３７１

４０４

４３３

４３５

果

実

計

４０４  前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　クインシー、アンデスは茨城、タカミは千
葉、茨城を中心に入荷する。
　生育期の天候不順の影響により生育は遅れ
る見込み。
　入荷量は、前年をわずかに下回り、価格は
前年並となる見込み。

す

い

か

２０６

２１４

２４６

２７４

２５２

２３７  前年及び本年の

２６５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　大玉は千葉、鳥取、熊本、小玉は茨城、和
歌山を中心に入荷する。
　小玉は、生育期の天候不順の影響により、
入荷量は少なくなる見込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場
名古屋市中央卸売市場東京都中央卸売市場
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切　花　・　鉢　花　の　６　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　５月３１日現在）

2017年 １，７９８ ３８
実 2018年 １，５９９ ４２

2019年 １，４７１ ３８
績 2020年 １，１３９ ４３

2021年 １，３３４ ３９

１，４６８ ４０

１，３００ ４０

概

要

2017年 １，４０１ ２２
実 2018年 １，２６０ ２９

2019年 １，１３０ １９
績 2020年 １，０９９ ３３

2021年 ９０２ ４２

１，１５８ ２８

９００ ３５

概

要

2017年 １，０７０ ４１
実 2018年 １，１２３ ４０

2019年 ９１３ ４１
績 2020年 ９１８ ４０

2021年 ７７６ ５３

９６０ ４３

８００ ５０

概

要

2017年 １０５ ９３
実 2018年 １２６ ８９

2019年 １０４ ８２
績 2020年 １１１ ７６

2021年 １０１ １１０

１０９ ９０

１００ １１０

概

要

2022年見通し

　上旬は長野産中心の入荷となり、中旬から福島産の入荷が始まる見込み。西南暖地の切
上がりが早く、上旬の入荷量は多くない見込み。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　愛知、奈良、埼玉、沖縄から入荷する。上旬の入荷量は少なく、中旬以降は安定した入
荷となる見込み。

５ヶ年平均

2022年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か

す

み

そ

う

　長野中心に入荷が切り替わる。例年よりも愛知の植え替えはやや早めに進んでいる。世
界情勢の影響により輸入品の入荷は難しくなっており、全体的には若干少なめの予想。

５ヶ年平均

小

ぎ

く

品
目

輪

ぎ

く 　愛知、奈良、埼玉、沖縄から入荷する。県内の夏秋期産地の入荷も始まったが、作付け
は例年と比べると少ない。相場展開も横ばいで推移する予定。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

2022年見通し

５ヶ年平均

2022年見通し

単位：千本、円／本
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2017年 ３４０ １４３
実 2018年 ３２５ １３３

2019年 ２９０ １２４
績 2020年 ３０５ １０４

2021年 ２４９ １４６

３０２ １３０

２５０ １３０

概

要

2017年 ３３０ ８９
実 2018年 ３５７ ７６

2019年 ２６２ ８３
績 2020年 ２１８ ８６

2021年 ２０９ １０３

２７５ ８６

２１０ １００

概

要

2017年 ８３８ ５２
実 2018年 ７００ ６１

2019年 ６７７ ４７
績 2020年 ６２８ ４８

2021年 ６８０ ５６

７０５ ５３

７００ ５５

概

要

2017年 １，４２３ ４６
実 2018年 １，３３７ ４６

2019年 １，１３０ ５０
績 2020年 ９７３ ５２

2021年 ９６９ ６０

１，１６６ ５０

９８０ ５５

概

要

2022年見通し

　長野、岐阜を中心に入荷する。例年より少し遅れて長野産などの花木の入荷が始まっ
た。不作であった昨年よりは落ち着きはあるもののスモークツリーの引き合いは強く、高
値安定。今後はフサスグリ、ブルーベリーなどの実物へ変わっていく。中旬ごろには長野
県産の草花類なども出そろってくる。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

2022年見通し

　鹿児島、愛知、静岡、輸入品が入荷する。胡蝶蘭は輸入品は海外の引合いも落ち着き、
増加の見込み。カトレアは入荷のピークも過ぎて、昨年並の入荷となる。オンシジウムは
４Ｌを中心に徐々に増加していく。デンファレはアンナが切上がり、ソニア中心になる
が、総量としては５月末よりも減少していく。

ば

ら

５ヶ年平均

2022年見通し

　愛知、岐阜、三重、山形を中心に入荷。前半に入荷の山が来る模様。植え替えも今年は
多い予想だが、全体量としては例年並の入荷が見込まれる。

ゆ

り

５ヶ年平均

2022年見通し

　西南暖地については６月の出荷分の作付けを減らしており、上中旬の入荷は減少しそ
う。新潟産については生育順調。需要の多くない月であるため、相場は軟調予想。

枝

も

の

５ヶ年平均

洋

ら

ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　５月１８日現在）

2017年 １８，３９２ １，０１７

実 2018年 １８，９１５ ９６３

2019年 １８，１３１ ９１６

績 2020年 ２３，２５２ ９７５

2021年 １９，６１５ ９６７

１９，６６１ ９６８

１９，５００ ９６４

概

要

2017年 ２３，３５１ ３，４７４

実 2018年 ２４，２５８ ２，７１０

2019年 ２３，８６４ ３，０７７

績 2020年 ２１，２８７ ３，３８８

2021年 １９，５７５ ３，７１５

２２，４６７ ３，２５０

１９，５００ ３，７１８

概

要

2017年 ２７，７５８ １６２

実 2018年 ２０，２８３ １２９

2019年 １７，９７０ １２０

績 2020年 ３０，１１５ １３０

2021年 ２３，２４５ １５８

２３，８７４ １４１

２３，０００ １５２

概

要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年並か。コロナによる販売不振の解消や海外からの苗供給も見通しがついて
きている為である。しかし、販売単価が伸び悩んでいるミディーの生産量は回復せず前年
より入荷量は減る見込み。近年、白ミディーの定番であるアマビリスの生産量が減少して
いる。
　前年６月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（58.4％）、２位静岡
（7.4％）、３位宮崎（4.5％）となっている。

５か年平均

2022年見通し

バ
ラ
及
び
ミ
ニ
バ
ラ 　入荷量は前年並か。中・大鉢仕立ては下旬に向け減少し、例年通りの小鉢中心の入荷と

なる見込み。コロナ禍の影響で人員確保が難しく減産傾向が続いている。需要期を過ぎ、
中値～安値安定になる見込み。
　前年６月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位岐阜（56.6％）、２位愛知
（27.7％）、３位愛媛（7.4％）となっている。

フ

ァ

レ

ノ

プ

シ

ス

品
目

ア

ン

ス

リ

ウ

ム

　入荷量は前年並か。作柄に変更はなく、６号MIX主体の出荷構成になる。
色目は赤・ピンク・白が主体になる見込み。
　前年６月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（86.0％）、２位長崎
（8.2％）、３位徳島（3.2％）となっている。

　　　  区分
実績等

５か年平均

2022年見通し

５か年平均

2022年見通し

単位：鉢、円／鉢
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2017年 ７２，８６２ ５００

実 2018年 ５３，２０６ ５２４

2019年 ７２，９５５ ５２２

績 2020年 ６２，９６６ ５５２

2021年 ５１，７８２ ６１１

６２，７５４ ５３８

５１，０００ ６０８

概

要

2017年 １２，５５７ ２９１

実 2018年 ８，０５８ ３４０

2019年 １０，７１３ ２７８

績 2020年 １１，７１２ ３０６

2021年 １４，６４４ ２６８

１１，５３７ ２９２

１２，０００ ２８０

概

要

2017年 ２９，７４６ ６５５

実 2018年 ２１，２３１ ７３４

2019年 ２０，２０６ ７６０

績 2020年 ２４，８８１ ８８８

2021年 ２２，７５２ ９４８

２３，７６３ ７９２

２１，０００ ９５２

概

要

2022年見通し

　入荷量は前年より減少か。中旬までは潤沢に玉咲きアジサイ中心に入荷が多いと思われ
る。近年は品種数も多くなり多品種での入荷が予想されるが、花持ちの良いマジカルシ
リーズの入荷は多い見込み。今年は紫陽花まつりなどの需要もあると思われ、７号以上の
大きいサイズも入荷が増える見込みである。
　前年６月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（64.5％）、２位群馬
（10.9％）、３位埼玉（9.1％）となっている。

卸売価格

2022年見通し

　入荷量は前年より減少か。植物原価と輸送費が大きく高騰し、輸入関連商品が慢性的な
品薄になっている。すでに販売価格の見直しが出てきているが、さらに値上げになりそ
う。小鉢から大鉢まで品薄状況が続く見込み。
　前年６月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（57.9％）、２位沖縄
（10.0％）、３位三重（7.8％）となっている。

ド

ラ

セ

ナ

類

５か年平均

ス

パ

テ

ィ

フ

ィ

ラ

ム

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５か年平均

2022年見通し

　入荷量は前年より減少か。前年同様に作付け量の減少が要因か。サイズは４号、６号が
中心になる見込み。入荷量減少伴い、注文の割合が増え、平均単価は上昇するのではない
か。
　前年６月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位三重（44.9％）、２位愛知
（35.2％）、３位岐阜（16.2％）となっている。

ハ

イ

ド

ラ

ン

ジ

ア

５か年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

単位：鉢、円／鉢
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あいち農産物生産流通レポート №588

２０２２年６月発行 

農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

いいともあいち運動って知ってる？？ 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


